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2020年度日本バレーボール学会調査研究費助成報告書 

久保田 もか 

長崎大学人文社会科学域（教育学系） 
 

 

【調査研究名】�

学校体育におけるバレーボール指導の基礎的研究～スパ

イクを対象として～ 

 

【期間】�

2020年 4月 1日より 2021年 3月 31日まで 

 

１．研究の背景 

バレーボールは，日本では国民の間に広く浸透し，学校

体育においても昭和の時代からその実施率は中学校で 99%，

高等学校では 97%（武隈，1985)と高いものがあった．その

後の学習指導要領改訂の流れの中でも, 特性や魅力に応じ

て「球技」領域「ネット型」の運動種目として分類されて

現在に至り，引き続き幅広く学校体育で取り組まれている

（文科省，2018, 2019）．バレーボールを実践するにはパ

スやレシーブなど様々な技術を習得する必要があるが，導

入からゲームへと展開するなかで達成感や楽しさを味わう

ためには，スパイクはなくてはならない技術となる．体育

授業におけるバレーボールの学習過程の中で学習者がスパ

イクを気持ちよく打てたり，ゲームの中で決まったりする

ことに楽しさを見出していることは, 「できた！」とか，

「やった！」という喜びの叫びに象徴されるように先行研

究からも明らかである（岡田・武隈，1984；武隈他，1987）．

運動ができることについて杉原（2016）は「運動を楽しむ

ためにはその運動ができるようになることが不可欠である．

上手にできる人ほど，その運動の持つ醍醐味をより深く味

わうことが可能になる」と述べている． 

体育授業で生徒を指導する際の一助となるバレーボール

の指導参考書はこれまでにも多数出版され，多くの教師が

少なからず手に取り授業実践に向けて学びを深め，活用し

てきた．しかしながらバレーボールの指導については，一

般的に主に経験を頼りにした指導が多く，指導者が代わる

と指導するニュアンスが少しずつ違う場合がある(金井，

1997)と報告されている．その中でもスパイクの技術指導は

多局面からなる運動のため複雑であり，学校現場において

うまくいかない指導課題の一つである．Kugler（1996）に

よると，高い技術を獲得したスパイカーは週に 20時間以上

練習し，1年に 4万回以上のスパイクを打っているという．

競技を目的としているバレーボール選手は，より高度なス

キルを獲得するために多くの練習時間を費やしているが，

学校体育の全 15 時間程度の授業の中でのスパイク技術習

得は簡単ではない．実際の試合形式の授業実践でもバレー

ボールの面白さの醍醐味であるスパイクが出現する様子は

技術の未習得からかなかなか見受けられない．また，これ

までもスパイク指導の着眼点を明確にしようした研究は見

られるものの，学校体育で活かせるスパイクの課題を明ら

かにした指導法についての見解は多くはない．  

 

２．目的 

本研究では，学校体育におけるバレーボールのスパイク

技術指導について，限られた時間の中で課題解決へ導くス

パイク指導（練習）法を提示するために，技術習得課題を

明確にすることを目的としている． 

 

３．方法 

１）調査内容 

学習者の技術指導ポイントの理解度および技術習得状況

（主観的評価）を捉えるために，指導参考書を基に体育授

業で活用することを目的として作成されたスパイクを打つ

ための基礎技術の指導ポイント(久保田，2020)を活用して

調査用紙を作成した． 

内容はスパイク動作を構成する４つの局面(FIVB，2011)

から作成された 8つの技術項目（助走開始前，踏切前，踏

切，ジャンプ，打球前，打球時，打球後，着地時）の指導

ポイント 357個について，理解度は「わかる，なんとなく

わかる，わからない」，技術習得状況は「できる，なんと

なくできる，できない」の 3件法で回答を求めた．また，

理解度においては「わからない」項目について具体的に何

がわからないのかを記述できるようにした． 

作成した調査用紙について，教員養成課程の大学体育の

バレーボール授業開始前に，学生自身（学習者）がスパイ

クを打っている状況を想定してもらい回答を求めた． 

 

２）調査対象者 

教員養成課程で学ぶ学生 26人（経験者 9人，初級者 17

人）とした． 

本研究においては，初級者をバレーボールの部活動未経

験者と定義した．つまり運動部活動及び地域のスポーツク

ラブなどでのバレーボール経験が 1年以上ある者を除く学

習者，学校体育のみでのバレーボール経験者であり，スポ

 

 

ーツ運動学のど点から㚷みると，➨ 1఩┦の「運動の理解」

のẁ㝵の学習者が中ᚰとなる(࣐イネル，1981)．それ以እ

の学習者を経験者とした． 

 

㸱）㞟ィ・分ᯒ 

㞟ィは経験者と初級者を分けて 8つの技術項目ࡈとに実

施した．技術項目の回答⤖ᯝの⊂❧性の᳨定をχ2᳨定に

よって行い，その後ṧᕪ分ᯒを行った．また，経験者と初

級者の回答⤖ᯝのẚ㍑をχ2᳨定によって行った．本研究

の⤫ィ的な᭷ពỈ‽は 5%とした．  

なお，本研究は，長崎大学教育学部研究೔理ᑂ査ጤ員会

ᢎㄆを得て実施された（受௜␒ྕ㸸2020年度 No.2, )． 

 

䠐．⤖ᯝ䛚䜘䜃⪃ᐹ䠄研究㏵୰の䛯䜑୍㒊ᢤ⢋䛧䛶ᥖ㍕䠅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 1 ⤒㦂⪅䛸ึ⣭⪅の⌮ゎᗘのẚ㍑ 

 

調査項目全 357 項目の回答⤖ᯝを㞟ィしたとこࢁ，ᅗ 1

の経験者と初級者の理解度のẚ㍑から「わかる」，「なん

となくわかる」のᖹᆒに⤫ィ的᭷ពᕪがㄆめられた（p㸺

0.001）. 

技術指導ポイントについて，「わかる」は，経験者 82.3%

の⣙ 8 ๭，初級者 60.5%の⣙ 6 ๭の理解度であり，初級者

はより多くの技術指導ポイント項目について理解していな

い現状があった．「なんとなくわかる」は，経験者 15.6%，

初級者 33.8%であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 2 ⤒㦂⪅䛸ึ⣭⪅のᢏ⾡⩦ᚓ≧ἣのẚ㍑ 

 

ᅗ 2の経験者と初級者のẚ㍑から技術習得状況の「でき

る」，「なんとなくできる」，「できない」のᖹᆒに⤫ィ

的᭷ពᕪがㄆめられた（p㸺0.001）. 

技術指導ポイントに対して，経験者 76.0%，初級者 34.0%

が「できる」とㄆ㆑していた．「なんとなくできる」は，

経験者 17.8%，初級者 31.4%であった．また，経験者 6.2%，

初級者 34.7%が「できない」とㄆ㆑していた．  

経験者と初級者では，動きのイ࣓ージができるかできな

いかによって，スパイク技術のポイントの理解度に違いが

⾲れており，バレーボールの指導現場では一般的に౑用さ

れる用ㄒについても未理解の要ᅉの一つとなっていた．学

習者全体にඹ㏻した指導上の課題としては，スࢸップとṌ

数，スࢱートの఩⨨といった助走の確ㄆ，⭎の᣺り上ࡆ᪉

（体との㐃動）とボールの྇き᪉といった打球動作の確ㄆ，

いつ助走を始めるか，いつジャンプをするか，いつ⭎を᣺

り始めるかといったࢱイ࣑ンࢢの取り᪉の確ㄆがᣲࡆられ

るであࢁう． 

運動学習のẁ㝵において，杉原(2016)は「⇍練者は初ᚰ

者にẚべて㏿く，ṇ確に，きれいな࢛ࣇームでスムーࢬに，

力ᙉく，より少ない࢚ネルࢠーᾘ費で，Ᏻ定した運動をす

る」と述べている．特に初級者の課題を解決に導くための

指導（練習）実践にあたっては，学習者にイ࣓ージしやす

いように動きを見せる必要がある．౛えࡤ，杉原（2016）

による①どこを見るかをはっきり指᦬する，②よく見える

఩⨨から見せる，③㏿い動きはࡺっくりやってみせる，④

見にくい動きは㄂ᙇして見せる，⑤よくない動きと対ẚし

て見せる，⑥身㏆なࣔࢹルを見せる，շ一回ではなく何回

か見せる, といった点をព㆑的に組み㎸む必要があり，そ

のうえで学習者自身の動きを可ど໬することも᭷用であࢁ

う． 

 

䠑．䜎䛸䜑 

本研究では，教員を目指す大学生(学習者)に運動学的な

ど点から作成されたスパイクを打つための基礎技術の指導

ポイント(久保田，2020)を活用し，学習者自身の技術指導

ポイント理解度の確ㄆおよび技術習得状況の自ᕫ評価を行

った．経験者と初級者では，動きのイ࣓ージができるかで

きないかによって明らかな違いが見られた．調査に活用し

たスパイク指導技術ポイントは，回答した学習者にとって

はスパイクを打つポイントをきめ⣽かく確ㄆすることもで

きたと考えられ，実技実践を行う前のண習㈨ᩱになった可

能性がある． 

௒後は，得られたࢹーࢱについてヲ⣽に分ᯒを㐍めると

ともに研究を⥅続し，▱見からスパイク指導（練習）プࣟ

 ．ẚ㍑᳨ウを行っていく，ࡆ⧄ラムを作成して指導実践にࢢ

 

ㅰ㎡ 

本研究は日本バレーボール学会 2020 年度調査研究費᥇

ᢥ研究の助成を受けたものであるࠋ 
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久保田 もか 

長崎大学人文社会科学域（教育学系） 
 

 

【調査研究名】�

学校体育におけるバレーボール指導の基礎的研究～スパ

イクを対象として～ 

 

【期間】�

2020年 4月 1日より 2021年 3月 31日まで 

 

１．研究の背景 

バレーボールは，日本では国民の間に広く浸透し，学校

体育においても昭和の時代からその実施率は中学校で 99%，

高等学校では 97%（武隈，1985)と高いものがあった．その

後の学習指導要領改訂の流れの中でも, 特性や魅力に応じ

て「球技」領域「ネット型」の運動種目として分類されて

現在に至り，引き続き幅広く学校体育で取り組まれている

（文科省，2018, 2019）．バレーボールを実践するにはパ

スやレシーブなど様々な技術を習得する必要があるが，導

入からゲームへと展開するなかで達成感や楽しさを味わう

ためには，スパイクはなくてはならない技術となる．体育

授業におけるバレーボールの学習過程の中で学習者がスパ

イクを気持ちよく打てたり，ゲームの中で決まったりする

ことに楽しさを見出していることは, 「できた！」とか，

「やった！」という喜びの叫びに象徴されるように先行研

究からも明らかである（岡田・武隈，1984；武隈他，1987）．

運動ができることについて杉原（2016）は「運動を楽しむ

ためにはその運動ができるようになることが不可欠である．

上手にできる人ほど，その運動の持つ醍醐味をより深く味

わうことが可能になる」と述べている． 

体育授業で生徒を指導する際の一助となるバレーボール

の指導参考書はこれまでにも多数出版され，多くの教師が

少なからず手に取り授業実践に向けて学びを深め，活用し

てきた．しかしながらバレーボールの指導については，一

般的に主に経験を頼りにした指導が多く，指導者が代わる

と指導するニュアンスが少しずつ違う場合がある(金井，

1997)と報告されている．その中でもスパイクの技術指導は

多局面からなる運動のため複雑であり，学校現場において

うまくいかない指導課題の一つである．Kugler（1996）に

よると，高い技術を獲得したスパイカーは週に 20時間以上

練習し，1年に 4万回以上のスパイクを打っているという．

競技を目的としているバレーボール選手は，より高度なス

キルを獲得するために多くの練習時間を費やしているが，

学校体育の全 15 時間程度の授業の中でのスパイク技術習

得は簡単ではない．実際の試合形式の授業実践でもバレー

ボールの面白さの醍醐味であるスパイクが出現する様子は

技術の未習得からかなかなか見受けられない．また，これ

までもスパイク指導の着眼点を明確にしようした研究は見

られるものの，学校体育で活かせるスパイクの課題を明ら

かにした指導法についての見解は多くはない．  

 

２．目的 

本研究では，学校体育におけるバレーボールのスパイク

技術指導について，限られた時間の中で課題解決へ導くス

パイク指導（練習）法を提示するために，技術習得課題を

明確にすることを目的としている． 

 

３．方法 

１）調査内容 

学習者の技術指導ポイントの理解度および技術習得状況

（主観的評価）を捉えるために，指導参考書を基に体育授

業で活用することを目的として作成されたスパイクを打つ

ための基礎技術の指導ポイント(久保田，2020)を活用して

調査用紙を作成した． 

内容はスパイク動作を構成する４つの局面(FIVB，2011)

から作成された 8つの技術項目（助走開始前，踏切前，踏

切，ジャンプ，打球前，打球時，打球後，着地時）の指導

ポイント 357個について，理解度は「わかる，なんとなく

わかる，わからない」，技術習得状況は「できる，なんと

なくできる，できない」の 3件法で回答を求めた．また，

理解度においては「わからない」項目について具体的に何

がわからないのかを記述できるようにした． 

作成した調査用紙について，教員養成課程の大学体育の

バレーボール授業開始前に，学生自身（学習者）がスパイ

クを打っている状況を想定してもらい回答を求めた． 

 

２）調査対象者 

教員養成課程で学ぶ学生 26 人（経験者 9人，初級者 17

人）とした． 

本研究においては，初級者をバレーボールの部活動未経

験者と定義した．つまり運動部活動及び地域のスポーツク

ラブなどでのバレーボール経験が 1年以上ある者を除く学

習者，学校体育のみでのバレーボール経験者であり，スポ

 

 

ーツ運動学のど点から㚷みると，➨ 1఩┦の「運動の理解」

のẁ㝵の学習者が中ᚰとなる(࣐イネル，1981)．それ以እ

の学習者を経験者とした． 

 

㸱）㞟ィ・分ᯒ 

㞟ィは経験者と初級者を分けて 8つの技術項目ࡈとに実

施した．技術項目の回答⤖ᯝの⊂❧性の᳨定をχ2᳨定に

よって行い，その後ṧᕪ分ᯒを行った．また，経験者と初

級者の回答⤖ᯝのẚ㍑をχ2᳨定によって行った．本研究

の⤫ィ的な᭷ពỈ‽は 5%とした．  

なお，本研究は，長崎大学教育学部研究೔理ᑂ査ጤ員会

ᢎㄆを得て実施された（受௜␒ྕ㸸2020年度 No.2, )． 

 

䠐．⤖ᯝ䛚䜘䜃⪃ᐹ䠄研究㏵୰の䛯䜑୍㒊ᢤ⢋䛧䛶ᥖ㍕䠅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 1 ⤒㦂⪅䛸ึ⣭⪅の⌮ゎᗘのẚ㍑ 

 

調査項目全 357 項目の回答⤖ᯝを㞟ィしたとこࢁ，ᅗ 1

の経験者と初級者の理解度のẚ㍑から「わかる」，「なん

となくわかる」のᖹᆒに⤫ィ的᭷ពᕪがㄆめられた（p㸺

0.001）. 

技術指導ポイントについて，「わかる」は，経験者 82.3%

の⣙ 8 ๭，初級者 60.5%の⣙ 6 ๭の理解度であり，初級者

はより多くの技術指導ポイント項目について理解していな

い現状があった．「なんとなくわかる」は，経験者 15.6%，

初級者 33.8%であった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ᅗ 2 ⤒㦂⪅䛸ึ⣭⪅のᢏ⾡⩦ᚓ≧ἣのẚ㍑ 

 

ᅗ 2の経験者と初級者のẚ㍑から技術習得状況の「でき

る」，「なんとなくできる」，「できない」のᖹᆒに⤫ィ

的᭷ពᕪがㄆめられた（p㸺0.001）. 

技術指導ポイントに対して，経験者 76.0%，初級者 34.0%

が「できる」とㄆ㆑していた．「なんとなくできる」は，

経験者 17.8%，初級者 31.4%であった．また，経験者 6.2%，

初級者 34.7%が「できない」とㄆ㆑していた．  

経験者と初級者では，動きのイ࣓ージができるかできな

いかによって，スパイク技術のポイントの理解度に違いが

⾲れており，バレーボールの指導現場では一般的に౑用さ

れる用ㄒについても未理解の要ᅉの一つとなっていた．学

習者全体にඹ㏻した指導上の課題としては，スࢸップとṌ

数，スࢱートの఩⨨といった助走の確ㄆ，⭎の᣺り上ࡆ᪉

（体との㐃動）とボールの྇き᪉といった打球動作の確ㄆ，

いつ助走を始めるか，いつジャンプをするか，いつ⭎を᣺

り始めるかといったࢱイ࣑ンࢢの取り᪉の確ㄆがᣲࡆられ

るであࢁう． 

運動学習のẁ㝵において，杉原(2016)は「⇍練者は初ᚰ

者にẚべて㏿く，ṇ確に，きれいな࢛ࣇームでスムーࢬに，

力ᙉく，より少ない࢚ネルࢠーᾘ費で，Ᏻ定した運動をす

る」と述べている．特に初級者の課題を解決に導くための

指導（練習）実践にあたっては，学習者にイ࣓ージしやす

いように動きを見せる必要がある．౛えࡤ，杉原（2016）

による①どこを見るかをはっきり指᦬する，②よく見える

఩⨨から見せる，③㏿い動きはࡺっくりやってみせる，④

見にくい動きは㄂ᙇして見せる，⑤よくない動きと対ẚし

て見せる，⑥身㏆なࣔࢹルを見せる，շ一回ではなく何回

か見せる, といった点をព㆑的に組み㎸む必要があり，そ

のうえで学習者自身の動きを可ど໬することも᭷用であࢁ

う． 

 

䠑．䜎䛸䜑 

本研究では，教員を目指す大学生(学習者)に運動学的な

ど点から作成されたスパイクを打つための基礎技術の指導

ポイント(久保田，2020)を活用し，学習者自身の技術指導

ポイント理解度の確ㄆおよび技術習得状況の自ᕫ評価を行

った．経験者と初級者では，動きのイ࣓ージができるかで

きないかによって明らかな違いが見られた．調査に活用し

たスパイク指導技術ポイントは，回答した学習者にとって

はスパイクを打つポイントをきめ⣽かく確ㄆすることもで

きたと考えられ，実技実践を行う前のண習㈨ᩱになった可

能性がある． 

௒後は，得られたࢹーࢱについてヲ⣽に分ᯒを㐍めると

ともに研究を⥅続し，▱見からスパイク指導（練習）プࣟ

 ．ẚ㍑᳨ウを行っていく，ࡆ⧄ラムを作成して指導実践にࢢ

 

ㅰ㎡ 

本研究は日本バレーボール学会 2020 年度調査研究費᥇

ᢥ研究の助成を受けたものであるࠋ 
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日本バレーボール学会 第２７回 総会報告 

２０２１年度事業報告  

 

1.第 27 回大会の開催 
▽期日:2022年 3月 5日(土)〜6日(日) 

▽場所:オンライン方式 

▽テーマ:「東京 2020大会のバレーボール競技を 
振り返って、そしてパリに向けて」 

▽内容: 

・特別講演 「東京 2020オリンピックの振り返りと 

パリ 2024オリンピックに向けて」 

講師 矢島 久徳（日本バレーボール協会 

ハイパフォーマンス事業本部長） 

データ解説者 石丸 出穂（日本バレーボール協会 

情報戦略ユニット、仙台大学） 

データ解説者 新村 薫（日本バレーボール協会 

情報戦略ユニット、ミズノ株式会社） 

・シンポジウム「他種目のコーチングと比較し、 

 バレーボールの発展を考える」 

登壇者 矢島 久徳（日本バレーボール協会 

ハイパフォーマンス事業本部長） 

      中村 貴司（日本バレーボール協会女子 

強化委員長） 

      恩塚 亨（女子バスケットボール代表監督、 

 東京医療保健大学） 

      市村 志郎（日本ハンドボール学会理事長、 

東京理科大学） 

・一般研究発表 10件 WEBでの発表 

・参加者数 115名（3/5現在） 

 

2.2021バレーボールミーティングの開催 
▽期日:2021年 8月 14日(土)19:00-20:30 

▽場所:オンライン方式 

▽テーマ:「アナリストからみたオリンピック出場国の戦術」 

講師 宮脇 裕史（KUROBEアクアフェアリーズ  

コーチ兼アナリスト） 

    石丸 出穂（仙台大学） 

 参加者数 307名 

 

3.2021第 1回バレーボールセミナーの開催 
▽期日:2022年 1月 29日(土)19:00-20:30 

▽場所:オンライン方式 

▽テーマ:「バレーボールにおける映像サポートについて」 

講師 三上 岳（VOREAS北海道アナリスト・    

 Volley Station JP） 

鈴木 元気（株式会社 SPLYZA） 

沼田 薫樹（鹿屋体育大学） 

 参加者数 249名 

4.「バレーボール研究」の発刊および発刊

準備，「ニュースレター」の発行 
▽2021年 7月 10日付 バレーボール研究 23巻 1号発刊 

原著論文 2編，実践論文 4編，研究資料 2編，指導実

践報告 2編 

▽2022年 6月 30日付 バレーボール研究 24巻 1号の発刊

準備中 

▽2021年11月01日付 ニュースレターNO.28(WEB版)発行 

 

5.バレーボールに関する研究事業 
▽調査研究助成 

・研究代表者：後藤 浩史（愛知産業大学） 

・研究テーマ：二酸化炭素濃度測定による大会環境に

おける換気の効果・必要性に関する一考察 

・研究助成金：10万円 

▽バレーボール関係研究文献データベースの管理 

・J-STAGEへの「バレーボール研究」掲載論文等の登

録・公開（登録件数:147/154件） 

・JSVR独自文献データベースへの文献登録と公開（登

録件数:368/3325件） 

 

6.諸会議の開催 
▽理事会 

・第 1回:2021年 4月 16日（金曜日） ハイブリッド（対

面・オンライン）  

・第 2回:2021年 6月 11日（金曜日） ハイブリッド（対

面・オンライン） 

・第 3回:2021年 8月 14日（土曜日） ハイブリッド（対

面・オンライン） 

・第 4回:2021年 11月 12日（土曜日） ハイブリッド（対

面・オンライン） 

・第 5回:2022年 1月 8日（土曜日） ハイブリッド（対

面・オンライン） 

・第 6回:2022年 3月 5日（土曜日） ハイブリッド（対

面・オンライン） 

▽総会 

・第 27回総会:2022年 3月 6日 オンラインによる実施 

 

7.その他諸事業の実施 
▽公式サイト等の運用と整備(http://www.jsvr.org)  

▽日本学術会議および日本スポーツ体育健康科学学術連

合との連携  

▽日本バレーボール協会との連携 

▽NPO 法人スマイルクラブとの連携 

 


